
1． はじめに

　自然再生推進法では， 自然再生は 「その地域の多

様な主体が参加して， 自然環境の保全， 再生， 創出

や 維 持 管 理 を 行 う こ と」 と 定 義 さ れ て い る （倉 本，

2007）． ま た， 自 然 再 生 事 業 に お い て， モ ニ タ リ ン

グ と 管 理 は 一 体 の も の で あ り， モ ニ タ リ ン グ の 主

たる目的は自然再生事業の評価と管理へのフィード

バックである （日置，2005） といわれている． これ

らのことから， 自然再生では科学的なデータの収集

や分析， 多様な主体に向けたアウトプットの機能と
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し て GIS が 有効であるとされている （金子，2007）．

　多様な主体によるモニタリング結果を収集する場

合 は， イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 が 有 効 で あ り （中 澤

ほか，2003），GIS デ ー タとして蓄積していく際には

WebGIS の 技 術 を 取 り 込 ん だ シ ス テ ム の 開 発 が 考 え

られる． 一方で， モニタリングを業務とする専門家

の場合は， モニタリングを行った位置の精度や報告

内容の詳細さが求められ， 調査後の処理作業量も膨

大である （林，2007）．

　 神 奈 川 県 で は 2007 年 に、 丹 沢 大 山 自 然 再 生 計 画

を策定し， 自然環境の保全・再生のための様々な対

策 に 取 り 組 ん で い る （神 奈 川 県 環 境 農 政 部 緑 政 課，

2007）． 対 策 の 一 つ と し て， 同 年， 丹 沢 大 山 や 陣 馬

の自然公園等を巡視し、 マナーや安全登山啓発、 動



植 物 調 査、 自 然 公 園 指 導 員 等 の サ ポ ー ト な ど を 行

う 専 門 職 員 「か な が わ パ ー ク レ ン ジ ャ ー」 を 配 置

し た （神 奈 川 県 環 境 農 政 部 自 然 環 境 保 全 セ ン タ ー，

2007）． し か し， こ れ ま で の 同 様 の 業 務 は モ ニ タ リ

ング地点に紙の地図を持って行き， そこに調査内容

を記入するものであり， パークレンジャーの業務に

お い て も， 調 査 結 果 の 処 理 が 煩 雑 に な る こ と と GIS

デ ータベース化が困難になることが予想された．

　そこで本研究では， 効率的かつ高精度にデータを

収 集・ 蓄 積 す る た め，GPS 内 蔵 PDA 上 で 動 作 す る モ

バ イ ル GIS を 用 い た 目 撃 情 報 登 録 シ ス テ ム （以 下，

モバイル登録システム） を開発したので， 既存の情

報収集手法と比較し、 システムの有効性を検討する

ことを目的とした．

2． システムの開発

2.1 情 報登録の流れ

　モバイル登録システムは先に開発が進められてい

た， 多 様 な 主 体 を 参 画 対 象 と す る WebGIS を 用 い た

生物情報の目撃登録システム （神奈川県環境農政部

自然環境保全センター，2008） のサブシステムとし

て開発した． モバイル登録システムを用いた情報の

収集の流れを図 1 に示す． まず， パークレンジャー

撃情報データベースにはモバイル登録システムから

の情報だけでなく，WebGIS を 用いた生物情報の目撃

登録システムからの情報も蓄積されている．

2.2 シ ステムの構成

　 モ バ イ ル 登 録 シ ス テ ム の 動 作 環 境 は パ ー ク レ

ン ジ ャ ー 用 PC 側 の OS が Windows2000 も し く は

WindowsXP，GIS ソ フ ト が ArcGIS Desktop 9.1， そ の 他，

屋 外 調 査 支 援 シ ス テ ム ver2， Excel2003 で 構 成 し た．

PDA 側 は OS が WindowsMobile5.0，GIS ソ フ ト は ArcPad 

7.0.1 で 構成した．

　 屋 外 調 査 支 援 シ ス テ ム は 屋 外 調 査 高 度 化 研 究 会

によって開発されたシステムで （林春男，2007： 屋

外調査高度化研究会，2007）， データ入力時刻を GIS

の 属性データとして入力できる， 個別調査で作成さ

れるフォルダに写真を自動で振り分けることができ

る，Excel 形 式 や HTML 形 式の帳票を自動的に作成す

ることができるなどの機能を持つ． 本研究では， こ

のシステムを拡張することでオリジナルのモバイル

登録システムの開発を行った．

　 な お，PDA は SiRFStarIIIGPS チ ッ プ セ ッ ト を 搭 載 し

た GPS ア ンテナ内蔵型を用いた．

2.3 シ ステムの機能

　 パ ー ク レ ン ジ ャ ー 用 PC 側 の モ バ イ ル 登 録 シ ス テ

ムの機能は， データセットチェックアウト， 調査結

果チェックイン， 写真と調査結果の関連付け， 調査

位 置 図 の 出 力，Excel 形 式 帳 票 の 作 成，HTML 形 式 帳

票の作成， 目撃データベースへの統合とした． パー

クレンジャーは GIS の 操 作 に精通しているわけでは

な い の で，ArcGIS 上 に 表 示 さ れ る 図 2 に 示 し た 最 小

限のアイコンで操作できるものとした．

は GIS デ ー タベースから PC に 背 景図となる GIS デ ー

タ を ダ ウ ン ロ ー ド し， モ ニ タ リ ン グ 地 点 付 近 の GIS

デ ー タ セ ッ ト を 作 成 す る． 次 に PC か ら GIS デ ー タ

セットを PDA にチェックアウトし， 現場に行き， 調

査 を 行 う． パ ー ク レ ン ジ ャ ー は 職 場 に 戻 り，PC に

調査結果をチェックインし， 写真の整理， 調査個表

の作成， 目撃情報データベースへの登録を行う． 目

図 1． モバイル登録システムを用いた情報登録の流れ

図 2． パークレンジャー用 PC上のアイコン

　PDA 側システムの機能は，ArcPAD 標準のツールバー

の簡素化， 地図操作系ツール， 登録モードの開始・

終了， 新規情報の登録， 登録情報の確認・編集とし

た． 本システムのアイコンは図 3 の 2 行目のツール



図 4． カテゴリーの選択画面

図 5． システムの登録画面（自然公園施設）

図 6． Excel 形式の個表

バーにあたる．

　 登 録 内 容 は パ ー ク レ ン ジ ャ ー の 業 務 内 容 を も と

に， 自然公園管理， 丹沢大山自然再生政策を推進す

る 上 で ニ ー ズ の 大 き い 希 少 生 物 保 全， 外 来 生 物 対

策， 鳥獣被害対策をターゲットとし， これに対応す

る 「自 然 公 園 施 設」，「動 植 物 情 報」， 違 法 行 為 な ど

の情報を含む 「その他」 の 3 つのカテゴリーを設定

して開発した． カテゴリーの選択画面ならびに登録

画面の例を図 4，5 に示す．

　 情 報 と 写 真 の 関 連 付 け 機 能 と Excel 形 式 帳 票 の 作

成機能を用いた個表は，図 6 のようにデザインした．

3． 考察

　林 （2007） は現場調査を効果的に行うための技術

体 系 と し て，「技 能」，「運 用」，「技 術」 の 連 携 を 示

している．本研究の場合，「技能」はパークレンジャー

に相当することから， モバイル登録システムと既存

の情報収集手法を比較を 「運用」 と 「技術」 の視点

から行い， システムの有効性を検討した．

　「運 用」 は 「フ ィ ー ル ド 調 査 全 体 の 情 報 処 理 を 確

立し， 必要なデバイス， ツールを選択， 開発し， 調

査時に実装可能なものとする」 こととしている． 縮

尺 1/5000 の 国 土 基 本 図 を 携 帯 し て 行 っ て い た 従 来

の現地調査と比較して， モバイル登録システムを確

立 す る こ と で，PDA を 用 い て， 同 地 図 だ け で な く，

登山道地図， 空中写真などもデータセットとして携

帯 で き， 重 ね て 表 示 す る こ と も 可 能 な の で， 現 地

図 3． PDA 側モバイル登録システムの画面



での情報量が増えると考えられる． また， 現地にお

いては GPS に よる高精度の位置情報の取得も可能と

なった． 以上のことから， 本システムは 「運用」 の

面で有効であると考えられた．

　「技術」 については，「フィールド調査を効率化す

るために利用する情報技術と操作等」 のことと述べ

て い る． こ の 側 面 は， 屋 外 調 査 支 援 シ ス テ ム に 関

連していると解釈できる． 林 （2007） は屋外調査支

援システムの必要用件を 8 項目提示している． 本シ

ステムでは特に， 調査データを直接 GIS デ ー タ ベー

スに統合することが可能なこと， 調査個表を自動で

作成可能なこと， 報告書に必要な記入項目が現場で

PDA 上 で遷移画面として表示されること， 写真デー

タが情報と関連付けされて蓄積されること， などか

ら，「調 査 業 務 の 効 率 化・ 高 度 化 に 貢 献 す る こ と」，

「場所や状況を現場で簡単に入力できること」，「デ

ジタルカメラで撮影した写真を簡単に整理できるこ

と」，「撮影した写真と位置を簡単に関連付けできる

こと」，「反復調査のための履歴管理が可能であるこ

と」 などの項目に当てはまると考えられる． 以上の

ことから， 本システムは 「技術」 の側面からも有効

であると考えられた．

　自然再生においては， 多様な主体によるモニタリ

ング情報の収集が必要であり， なかでも， 野生動植

物の保全・再生のためには個体数のデータ， 移動の

デ ー タ に 加 え て 分 布 の デ ー タ が 重 要 で あ る （樋 口，

2006）． イ ン タ ー ネ ッ ト を 用 い た 情 報 の 収 集 は 広 範

囲のデータを短期間で収集する際には有効である反

面， データの信頼性が問題になる． 一方， モバイル

登録システムはデバイスの個数と操作性などの理由

により使用人数が限られるため， 情報収集の効率は

インターネットに劣ると考えられるが， データの信

頼性は高いので， パークレンジャーの業務などの専

門性の高い定期的な調査， 専門家が多数参加するイ

ベント的な調査， 災害発生時などの緊急の調査に効

果を発揮すると考えられる．
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